
南

方
（
ビ
ル
マ
）
　 

連
隊
史
に
載
ら
な
い

第
一
大
隊
の
水
無
河
畔
の

全
滅
陣
地
　 

新
潟
県
　
風
間
泰
一
　 

小
千
谷
市
の
秋
祭
り
の
夜
で
あ
る
。
信
濃
川
の
中
州
に
て
打

ち
上
げ
る
夜
空
の
花
火
を
一
人
、
家
の
部
屋
の
窓
よ
り
見
上
げ

て
い
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
三
尺
玉
が
天
空
に
開
き
音
が
轟

き
渡
っ
た
。
こ
の
音
が
ま
た
し
て
も
私
を
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
の

中
に
引
き
込
み
、
半
世
紀
と
な
る
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の

戦
場
に
佇
ま
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

私
の
所
属
部
隊
、
ビ
ル
マ
派
遣
勇
一
三
〇
二
部
隊
・
越
村
隊

が
、

私
の
第
一
機
関
銃
隊
名
で
あ
る
新
発
田
歩
兵
第
十
六
連
隊
、

第
一
大
隊
、
第
一
機
関
銃
中
隊
で
、
昭
和
十
九
年
七
月
下
旬
ベ

ン
ガ
ル
湾
に
布
陣
し
て
い
た
。
出
動
命
令
が
下
り
、「
断
作
戦
」

に
参
加
の
た
め
中
国
雲
南
省
竜
稜
方
面
に
進
出
し
、
同
年
九
月

三
日
よ
り
十
月
十
日
ま
で
、
最
強
の
中
国
軍
と
死
闘
を
重
ね
た

の
で
あ
る
。

我
が
中
隊
で
は
こ
の
戦
闘
で
四
十
六
人
の
尊
い
戦
友
た
ち
を

亡
く
し
た
。
ち
な
み
に
交
代
下
山
の
時
点
で
は
二
個
分
隊
、
十

六
人
と
な
り
、
下
士
官
以
上
の
指
揮
官
は
一
人
も
い
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
残
存
兵
は
退
き
つ
つ
ナ
ン
カ
ン
に
築
壕
布
陣
の
後

ト
ン
グ
ー
に
集
結
し
、
十
一
月
中
旬
日
本
よ
り
の
補
充
兵
員
を

迎
え
て
部
隊
の
再
編
成
を
完
了
し
た
。

以
後
、
一
月
初
旬
ま
で
、
編
入
隊
員
の
機
重
操
作
訓
練
と
対

戦
車
攻
撃
演
習
を
重
ね
、
一
月
十
四
日
出
動
命
令
に
よ
り
「
盤



作
戦
（
イ
ラ
ワ
ジ
作
戦
）

」
に
参
加
す
べ
く
ト
ン
グ
駅
を
出
発
し

た
。
部
隊
は
弓
兵
団
（
第
三
十
三
師
団
）
の
指
揮
下
に
入
り
メ

ー
ク
テ
ー
ラ
付
近
に
配
備
さ
れ
陣
地
構
築
を
行
い
、
二
月
五
日

メ
ー
ク
テ
ー
ラ
よ
り
前
進
し
、
第
一
大
隊
長
（
亀
岡
高
夫
大
尉
）

指
揮
の
下
に
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
に
迫
進
し
た
。

ナ
ト
ジ
ー
に
集
結
し
終
え
た
あ
る
日
、
中
隊
命
令
に
よ
り「
隊

員
は
遺
書
を
記
し
、
頭
髪
、
爪
を
封
筒
に
入
れ
提
出
し
、
そ
の

日
の
午
後
、
中
隊
全
員
集
合
」
の
命
令
が
あ
っ
た
。
全
員
整
列

し
越
村
中
隊
長
が
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
の
現
状
と
戦
う
決
意
を
述
べ

ら
れ
、「
敵
兵
二
十
対
我
兵
一
の
死
闘
で
あ
る
諸
君
の
命
は
中

隊
長
が
戴
く
」
と
の
厳
命
が
あ
っ
た
。
人
事
係
の
高
岡
准
尉
か

ら
中
隊
よ
り
選
抜
一
個
分
隊
の
肉
迫
攻
撃
班
員
の
官
氏
名
が
発

表
さ
れ
た
。

分
隊
長
伍
長
大
平
助
吉
、
上
等
兵
渡
辺
正
蔵
、
上
等
兵
柳
一

太
郎
、
一
等
兵
渡
辺
幸
雄
、
一
等
兵
丸
太
弘
、
一
等
兵
中
沢
藤

松
、
一
等
兵
高
橋
実
、
一
等
兵
横
塚
悌
二
、
一
等
兵
水
落
孫
一

郎
そ
し
て
敵
Ｍ
四
戦
車
に
体
当
た
り
す
る
対
戦
車
用
爆
弾
が
兵

員
に
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
爆
弾
は
現
地
製
で
チ
ー
ク
材
の
厚
板

で
作
ら
れ
、
ち
ょ
う
ど
蜜
柑
箱
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
背
負
用
の

縄
が
付
き
発
火
用
の
紐
を
引
く
と
三
、
五
秒
で
炸
裂
す
る
も
の

で
あ
る
。
縦
列
よ
り
離
れ
た
肉
迫
攻
撃
分
隊
員
は
中
隊
長
の
前

に
整
列
し
た
。「
中
隊
の
生
死
を
賭
け
る
諸
君
で
あ
る
が
命
令

が
あ
る
ま
で
決
し
て
死
に
急
ぎ
は
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
申
し
渡

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
月
十
六
日
、
第
一
大
隊
は
カ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
の
敵
陣
地
に
夜

襲
攻
撃
し
緒
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
。
こ
の
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
の

戦
闘
に
つ
い
て
一
兵
（
上
等
兵
）
で
あ
っ
た
私
が
命
長
ら
え
る

こ
と
が
で
き
た
そ
の
有
り
難
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
の
日

の
全
滅
陣
地
で
の
昼
夜
に
わ
た
る
真
実
の
死
闘
の
有
様
を
私
の

知
る
限
り
書
き
残
す
こ
と
が
五
十
回
忌
を
迎
え
た
亡
き
戦
友
へ

の
餞
と
思
わ
れ
、
ま
た
戦
友
た
ち
の
お
叱
り
に
も
報
い
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
一
兵
の
私
が
こ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
思
わ
れ
ま

し
ょ
う
が
、
戦
史
で
あ
る
イ
ラ
ワ
ジ
開
戦
（
ビ
ル
マ
防
衛
の
破

綻
）
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
著
の
中
に
も
、
新
発
田
連
隊

史
に
も
水
無
河
畔
の
全
滅
陣
地
記
述
は
見
当
ら
ず
、
中
隊
戦
記

に
も
そ
の
詳
細
記
は
な
く
断
片
的
な
記
事
で
あ
り
、
た
め
に
思

い
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。



当
時
、
私
は
機
銃
分
隊
員
で
な
く
越
村
中
隊
長
の
護
衛
兵
と

し
て
三
八
式
歩
兵
銃
を
持
ち
、
伝
令
兼
壕
（
蛸
壷
）
掘
り
要
員

で
常
時
中
隊
長
の
足
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
中
隊
長
は
緒
戦
か
ら

亀
岡
大
隊
長
と
よ
く
攻
撃
準
備
の
打
合
せ
を
な
さ
れ
て
お
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
任
務
で
、
私
は
少
し
身
に
自
由
な

部
分
が
あ
り
戦
闘
状
況
が
知
り
得
た
の
で
あ
る
。

資
料
に
よ
る
と
、
弓
歩
二
一
五
会
発
行
の
「
パ
ゴ
ダ
の
く
に
」

の
手
記
に
、
カ
ン
ラ
ン
、
カ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
部
落
は
弓
部
隊
の
各

中
隊
が
既
に
二
月
八
日
よ
り
数
回
に
わ
た
り
斬
り
込
み
戦
を
行

い
、
二
月
十
五
日
朝
、
命
令
に
よ
り
青
葉
支
隊
と
戦
線
の
交
代

が
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ
あ
り
、
こ
の
戦
場
は
弓
兵
団
、
青
葉
兵

団
が
共
に
死
力
を
尽
く
し
切
っ
た
戦
場
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い

な
い
の
で
あ
る
。

緒
戦
に
は
敵
砲
兵
陣
地
ま
で
斬
り
込
み
こ
れ
を
占
領
し
、
残

置
の
食
糧
品
を
分
け
合
っ
た
勝
戦
果
で
あ
っ
た
。
以
後
、
毎
昼

夜
の
斬
り
込
み
を
繰
り
返
し
、
カ
ン
ラ
ン
陣
地
も
一
回
は
成
功

し
た
が
、
そ
の
度
に
戦
死
負
傷
の
戦
友
が
多
く
な
る
。
し
か
も
、

亡
骸
も
埋
め
て
や
る
こ
と
す
ら
な
ら
ず
、
極
度
の
兵
員
減
少
と

な
り
、
第
一
機
関
銃
隊
は
三
個
分
隊
ほ
ど
と
な
り
、
大
隊
本
部

と
共
に
行
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
月
二
十
五
日
夜
半
に
四
回
目
の
カ
ラ
ン
ヂ
ョ
ン
攻
撃
に
前

進
中
、
敵
の
砲
弾
が
落
下
炸
裂
し
、
亀
岡
大
隊
長
が
重
傷
を
受

け
、
数
名
の
兵
員
が
戦
死
負
傷
さ
れ
た
。
副
官
は
加
藤
三
男
少

尉
で
あ
っ
た
。
大
隊
長
殿
の
手
当
は
本
部
の
佐
藤
善
達
軍
医
殿

及
び
捧
衛
生
伍
長
、
機
関
銃
隊
の
江
添
衛
生
上
等
兵
た
ち
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
中
隊
長
ほ
か
士
官
が
そ
の
周
り
に
集
ま
り
見
守

っ
た
。
手
当
が
終
わ
る
と
急
造
担
架
で
弓
部
隊
本
部
（
中
隊
本

部
か
）
の
衛
生
隊
に
担
送
し
、
本
隊
は
大
隊
長
代
理
（
阿
部
大

尉
）
の
指
揮
の
下
に
斬
り
込
み
攻
撃
を
続
行
し
た
。
そ
し
て
阿

部
大
隊
長
代
理
も
負
傷
さ
れ
、
大
隊
長
代
理
は
越
村
中
隊
長
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
十
六
日
の
昼
間
は
敵
戦
闘
機
の
銃
撃
の
た
め
亀
岡
大
隊
長

を
後
送
で
き
ず
、

夕
方
を
待
っ
て
よ
う
や
く
運
ぶ
こ
と
と
な
り
、

大
隊
本
部
よ
り
加
藤
三
男
少
尉
（
副
官
）

、小
林
一
郎
軍
曹
、
機

関
銃
中
隊
よ
り
桐
生
貞
治
上
等
兵
、
風
間
泰
一
上
等
兵
、
本
田

一
郎
上
等
兵
、
江
添
治
人
衛
生
上
等
兵
が
野
戦
病
院
に
担
送
し
、

大
隊
長
は
入
院
さ
れ
た
。
我
々
六
名
は
病
院
横
の
草
む
ら
に
三

時
間
ほ
ど
眠
り
、
夜
半
に
水
無
河
畔
近
く
の
萱
の
繁
る
中
の
蛸



壷
陣
地
に
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。

翌
二
十
七
日
夕
方
、
決
戦
の
た
め
水
無
河
右
岸
の
土
堤
に
進

出
し
築
壕
を
開
始
し
た
。
丸
一
夜
、
不
眠
不
休
の
築
壕
を
続
行

し
夜
明
け
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
夜
は
越
村
大
隊
長
代

理
は
各
中
隊
を
回
り
な
が
ら
、
深
く
掘
れ
、
労
を
惜
し
ん
で
は

な
ら
ぬ
と
叱
咤
し
気
合
を
掛
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
全
兵
員
は

汗
を
滴
ら
せ
な
が
ら
の
全
力
の
工
事
で
あ
っ
た
。

布
陣
は
敵
に
向
か
っ
て
右
よ
り
第
一
機
関
銃
中
隊
（
当
初
は

第
一
中
隊
と
言
わ
れ
た
が
兵
員
減
少
の
た
め
大
隊
本
部
要
員
と

陣
地
を
共
に
し
た
）

、
我
が
中
隊
の
兵
員
は
三
個
分
隊
三
丁
の
重

機
の
み
で
一
個
分
隊
は
六
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
中
隊
指
揮
班
の

右
に
小
出
久
市
伍
長
の
第
一
分
隊
、
中
間
に
は
大
平
助
吉
伍
長

の
肉
迫
攻
撃
分
隊
（
兵
員
五
名
）

、
左
に
加
藤
正
栄
伍
長
の
第
二

分
隊
、
後
方
河
岸
に
八
藤
後
仁
兵
長
の
第
三
分
隊
及
び
弾
薬
分

隊
の
布
陣
で
あ
っ
た
。
本
部
に
は
副
官
加
藤
三
男
少
尉
以
下
要

員
及
び
第
一
中
隊
、
擲
弾
筒
分
隊
、
第
二
、
第
三
中
隊
及
び
工

兵
中
隊
水
足
中
尉
以
下
の
布
陣
で
あ
り
、
背
後
の
左
岸
後
方
に

は
決
死
進
出
の
第
一
大
隊
砲
小
隊
及
び
連
隊
砲
、
野
砲
一
門
が

布
陣
し
た
。

二
十
八
日
の
夜
が
白
々
と
明
け
初
め
る
と
、
早
速
に
敵
の
偵

察
機
（
赤
ト
ン
ボ
）
が
上
空
に
悠
々
と
飛
び
回
り
出
し
た
。
こ

の
偵
察
機
に
対
し
歩
兵
部
隊
の
一
斉
射
撃
が
行
わ
れ
、
翼
に
は

銃
弾
の
穴
が
無
数
に
見
え
る
、
操
縦
席
の
下
の
機
体
に
防
弾
用

の
甲
盤
で
も
着
い
て
い
る
の
か
び
く
と
も
し
な
い
。
私
も
銃
で

撃
っ
た
が
当
た
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
中
に
越
村

隊
長
に
呼
ば
れ
る
。

行
っ
た
と
こ
ろ
本
部
の
小
林
一
郎
軍
曹（
機

関
銃
隊
出
身
）
が
一
緒
に
お
ら
れ
た
。
風
間
上
等
兵
、
小
林
軍

曹
と
共
に
た
だ
今
よ
り
連
隊
本
部
の
炊
事
班
に
行
き
、
握
り
飯

を
出
来
得
る
限
り
作
っ
て
も
ら
い
、
持
っ
て
来
る
か
ら
同
行
せ

よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
人
は
本
部
の
マ
ン
ゴ
林
に
向
か
っ
て
河
原
を
走
り
出
し
た
。

二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
河
原
を
抜
け
対
岸
に
上
が
り
、
エ
ン
ド

ウ
豆
の
畑
を
過
ぎ
、
砂
漠
地
帯
の
よ
う
な
所
に
出
る
と
敵
の
戦

闘
機
に
発
見
さ
れ
た
。
機
首
を
下
げ
旋
回
し
な
が
ら
執
拗
に
銃

撃
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
隠
れ
る
ボ
サ
も
な
く
二
人
は
呼
び

あ
い
な
が
ら
そ
れ
こ
そ
必
死
で
駆
け
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
走
る

よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
。
敵
機
の
搭
乗
員
が
首
を
出
し
見
回
し

な
が
ら
四
、
五
回
も
撃
ち
込
ま
れ
た
。
も
う
駄
目
か
と
幾
度
も



観
念
し
た
が
ど
う
に
か
炊
事
班
に
着
く
こ
と
が
で
き
、
ち
ょ
う

ど
炊
き
上
が
っ
た
ば
か
り
の
飯
を
握
っ
て
も
ら
い
、
バ
ナ
ナ
の

葉
に
包
み
、
麻
袋
に
入
れ
て
そ
れ
を
背
負
っ
て
二
人
が
前
線
の

部
隊
本
部
に
帰
着
し
た
。

そ
の
握
り
飯
は
い
か
程
の
兵
員
に
渡
っ
た
か
定
か
で
は
な
い

が
、
最
後
の
飯
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
既
に
上
空
に

は
敵
戦
闘
機
が
飛
来
し
、
我
が
陣
に
砲
を
撃
ち
、
機
銃
掃
射
を

加
え
つ
つ
あ
っ
た
。
敵
機
の
間
断
に
は
、
加
え
て
重
砲
弾
、
迫

撃
砲
弾
が
河
原
い
っ
ぱ
い
に
撃
ち
込
ま
れ
、
目
も
口
も
開
け
ら

れ
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
戦
生
き
残
り
の
古
兵

は
、
敵
弾
は
彼
の
戦
以
上
で
あ
る
と
言
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

砲
弾
に
よ
る
敵
の
攻
撃
が
止
む
と
、
前
方
の
カ
ラ
ン
ヂ
ョ
ン

・
カ
ン
ラ
ン
の
中
間
地
点
よ
り
Ｍ
四
戦
車
の
第
一
回
の
攻
撃
が

始
ま
っ
た
。
横
一
列
ジ
グ
ザ
グ
体
形
を
作
り
な
が
ら
轟
音
と
共

に
約
二
十
両
が
我
が
陣
地
に
迫
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
前
方
で
一
旦
戦
車
は
停
止
し
、
一
斉
に
砲
撃
を
加
え

た
の
で
あ
る
。
我
が
陣
に
は
重
機
二
銃
と
擲
弾
筒
、
ほ
か
に
小

銃
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
全
力
応
戦
を
加
え
て
戦
っ
た
。

小
出
伍
長
は
ガ
島
戦
で
の
経
験
生
還
者
で
あ
り
、
用
意
周
到

で
あ
っ
た
。
予
備
の
銃
身
を
横
の
穴
に
置
き
、
ま
た
砲
兵
用
の

屈
折
眼
鏡
も
あ
っ
て
、
こ
れ
で
敵
状
及
び
着
弾
を
確
か
め
、
四

番
射
手
の
長
谷
川
留
吉
兵
長
に
指
示
す
る
。
長
谷
川
兵
長
は
壕

よ
り
腕
を
伸
ば
し
、
押
し
鉄
を
押
し
Ｍ
四
戦
車
群
に
撃
ち
ま
く

っ
た
。

敵
戦
車
も
こ
の
機
銃
に
対
し
火
の
た
ば
の
応
戦
で
あ
る
。

こ
の
た
め
銃
身
を
砕
か
れ
使
用
不
能
と
な
り
、
す
ぐ
に
予
備
の

銃
を
据
え
付
け
た
。
敵
は
我
が
機
銃
が
撃
破
さ
れ
た
と
感
じ
、

徒
歩
の
グ
ル
カ
兵
が
戦
車
の
後
よ
り
出
て
動
き
出
す
と
、
小
出

分
隊
の
銃
が
再
び
撃
ち
ま
く
る
。
す
る
と
驚
い
た
敵
は
数
両
の

戦
車
よ
り
戦
車
砲
の
砲
撃
で
あ
る
。
し
か
も
砲
弾
に
よ
る
土
埃

で
四
囲
が
見
え
な
い
が
、
谷
川
兵
長
と
二
番
手
大
塚
兵
長
は
撃

ち
ま
く
っ
た
。
が
つ
い
に
戦
車
砲
が
命
中
し
、
銃
が
吹
き
飛
ば

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
藤
分
隊
も
同
様
に
撃
破
さ
れ
分
隊
長
も

戦
死
さ
れ
た
。

中
隊
の
機
銃
は
二
銃
と
も
な
く
な
り
手
榴
弾
の
み
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
各
中
隊
も
全
力
応
戦
し
た
が
火
機
が
無
と
見
る
や

Ｍ
四
戦
車
が
じ
わ
じ
わ
と
前
進
を
開
始
し
た
。
時
を
待
っ
た
水

足
工
兵
隊
よ
り
肉
迫
攻
撃
兵
が
突
進
し
戦
車
二
両
を
爆
破
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
戦
車
群
は
再
度
停
止
し
た
。



こ
の
切
迫
し
た
死
闘
に
ど
う
し
た
の
か
加
藤
分
隊
の
Ｋ
兵
長

が
壕
よ
り
跳
び
出
し
た
。
大
声
で
叫
び
わ
め
き
な
が
ら
各
隊
員

の
壕
を
回
り
「
お
い
、
皆
死
ぬ
ん
だ
ぞ
、
生
き
ら
れ
な
い
ぞ
」

な
ど
い
う
の
で
中
隊
長
が
驚
き
「
風
間
、
Ｋ
兵
長
を
早
く
壕
に

入
れ
ろ
」
と
怒
鳴
る
。
私
が
出
て
壕
に
む
り
や
り
引
き
込
ん
だ

が
、
再
び
跳
び
出
し
わ
め
き
出
し
敵
砲
弾
に
よ
り
河
原
上
で
戦

死
さ
れ
た
。
Ｋ
兵
長
は
気
が
動
転
し
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

や
が
て
戦
車
は
右
側
に
回
り
込
み
な
が
ら
警
戒
し
つ
つ
攻
撃

を
開
始
し
た
。
我
が
陣
で
は
こ
れ
に
対
応
で
き
る
の
は
肉
迫
攻

撃
分
隊
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
隊
長
も
大
平
分
隊
長
も
敵
戦
車

ま
で
の
距
離
が
遠
す
ぎ
る
か
ら
早
ま
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
わ
れ

た
が
、
迫
る
轟
音
に
待
ち
切
れ
ず
、「
掛
か
り
ま
す
」
と
叫
ん

で
一
番
手
の
渡
辺
正
蔵
上
等
兵
が
壕
よ
り
飛
び
出
し
戦
車
に
突

進
し
た
。
こ
れ
を
見
付
け
た
数
両
の
戦
車
が
一
斉
に
銃
砲
撃
を

加
え
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
途
中
に
て
爆
弾
と
共
に
散
華
さ
れ

た
。
し
か
も
続
い
て
二
番
手
の
丸
田
一
等
兵
が
分
隊
長
の
止
め

る
の
を
振
り
切
り
「
掛
か
り
ま
す
」
と
叫
ん
で
壕
よ
り
飛
び
出

し
戦
車
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
正
面
よ
り
額
を
撃
ち
抜
か
れ
戦

死
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
大
平
分
隊
長
と
私
が
両
足
を
持
ち
壕
内
に

引
き
下
げ
た
。
分
隊
長
は
合
掌
し
、
血
の
し
た
た
る
丸
田
一
等

兵
の
指
を
切
り
取
り
ガ
ー
ゼ
に
包
み
、「
風
間
命
が
あ
っ
た
ら

頼
む
」
と
渡
さ
れ
た
。
私
は
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
納
め
た
。

こ
の
肉
迫
攻
撃
を
知
っ
た
Ｍ
四
戦
車
は
ま
た
右
方
向
に
大
回

り
し
つ
つ
水
無
河
の
右
岸
に
進
み
、
先
ず
一
両
が
下
が
り
二
両

目
が
河
原
に
下
り
か
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
副
官
の
加
藤
三
男

少
尉
が
大
声
で
「
擲
弾
筒
分
隊
、
弾
が
あ
る
か
」
と
叫
ん
だ
、

す
る
と
兵
員
よ
り
残
弾
三
発
の
声
が
し
た
。
す
ぐ
前
方
の
渡
河

戦
車
を
撃
て
と
命
令
さ
れ
擲
弾
筒
の
一
弾
が
ち
ょ
う
ど
一
両
目

の
戦
車
の
全
面
に
当
た
っ
た
。
そ
の
た
め
戦
車
は
前
進
を
停
止

し
た
。
続
い
て
二
弾
三
弾
と
撃
ち
込
み
、
我
が
火
機
は
完
全
に

無
く
な
っ
た
。

こ
の
と
き
、
越
村
大
隊
長
代
理
は
壕
を
飛
び
出
し
、
軍
刀
を

抜
き
、
第
一
大
隊
に
玉
砕
突
撃
の
命
令
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

兵
員
我
々
は
手
榴
弾
を
持
ち
壕
よ
り
飛
び
出
し
た
の
で
あ
る
が
、

高
岡
准
尉
や
当
番
の
関
根
兵
長
ら
が
隊
長
に
抱
き
付
き
、
隊
長

を
静
め
な
が
ら
壕
に
入
れ
、
戦
車
ま
で
の
距
離
が
あ
り
過
ぎ
て

突
っ
込
め
ば
、
一
大
隊
全
兵
員
が
無
駄
死
に
で
あ
る
と
意
見
具



申
し
、
思
い
止
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
新
た
に
越
村
隊
長
は

命
令
を
下
し
、
各
隊
各
員
は
河
原
を
渡
り
、
連
隊
本
部
の
マ
ン

ゴ
林
の
地
点
ま
で
後
退
せ
よ
と
号
令
し
た
。

兵
員
は
呼
応
し
て
壕
を
飛
び
出
し
、
大
回
り
に
後
方
左
岸
に

向
か
っ
て
全
力
で
駆
け
出
し
た
。
す
る
と
河
原
に
下
り
た
Ｍ
四

戦
車
二
両
が
下
が
る
我
が
兵
員
に
銃
撃
を
加
え
、
そ
の
足
元
に

着
弾
の
土
煙
が
立
つ
が
斃
れ
る
兵
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
が
対
岸
に
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

戦
車
群
は
一
斉
に
前
進
を
開
始
し
、
数
両
が
後
方
左
岸
上
に

上
が
り
、
我
が
陣
の
背
後
よ
り
戦
車
砲
を
撃
ち
出
し
た
。
機
関

銃
中
隊
は
最
も
右
側
陣
地
の
為
に
隊
長
と
共
に
下
が
る
こ
と
が

で
き
な
く
、
一
体
と
な
っ
て
の
脱
出
が
不
可
能
と
な
り
、
壕
内

に
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
下
に
副
官
加
藤
三
男
少
尉
は
立
て
膝
で
敵
の
行
動

を
偵
察
し
て
お
り
、
戦
車
砲
の
直
撃
を
受
け
壮
烈
な
戦
死
を
さ

れ
た
。
後
方
左
岸
に
進
ん
だ
戦
車
は
大
隊
砲
、
連
隊
砲
、
野
砲

一
門
の
決
死
の
〇
距
離
砲
撃
に
数
両
爆
破
擱
坐
さ
れ
た
が
、
た

ち
ま
ち
反
撃
さ
れ
砲
陣
地
は
全
滅
さ
れ
た
。
前
面
の
戦
車
は
近

く
に
停
止
し
、
後
方
左
岸
上
の
戦
車
は
我
々
の
壕
を
片
端
か
ら

砲
撃
を
加
え
、
人
影
が
動
く
と
こ
れ
を
爆
破
し
だ
し
た
。

私
は
自
分
の
深
い
壕
を
飛
び
出
し
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
空

い
た
壕
に
入
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
銃
を
立
て
か
け
最
後
の
命

と
覚
悟
し
、
父
母
よ
り
も
ら
っ
た
お
守
り
袋
を
そ
っ
と
出
し
、

「
断
作
戦
」
に
で
も
開
け
な
か
っ
た
汗
と
シ
ラ
ミ
の
殻
で
真
っ

黒
な
袋
の
口
を
開
け
て
み
た
。
そ
の
お
守
り
は
般
若
心
経
を
書

き
込
ん
だ
折
り
込
み
も
の
と
成
田
山
の
お
札
で
あ
っ
た
。
私
は

再
び
閉
じ
て
首
に
掛
け
直
し
た
。
手
榴
弾
の
一
発
を
帯
革
の
腹

の
前
に
結
び
、
も
う
一
発
を
握
り
敵
兵
が
突
入
し
て
き
た
ら
発

火
し
て
飛
び
出
す
用
意
を
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
「
敵
兵
が

突
っ
込
ん
で
来
た
ぞ
」
と
の
声
が
し
た
と
同
時
に
私
の
壕
の
左

の
戦
友
の
壕
に
戦
車
砲
弾
が
打
ち
込
ま
れ
、
炸
裂
し
、
そ
の
ち

ょ
う
ど
死
角
に
い
た
私
は
首
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
感
じ
で
「
や

ら
れ
た
」
と
一
声
叫
び
失
神
し
た
の
で
あ
る
。

突
っ
込
ん
で
来
た
敵
歩
兵
部
隊
は
、
我
が
陣
の
壕
に
次
々
に

手
榴
弾
を
投
げ
込
み
、
跳
び
出
す
兵
を
射
殺
し
た
（
敵
は
こ
の

時
火
焔
放
射
機
を
使
わ
な
か
っ
た
た
め
）

。
こ
れ
を
壕
よ
り
投

げ
返
し
た
（
敵
の
手
榴
弾
は
精
度
が
よ
く
自
動
撃
鉄
に
な
っ
て
お

り
、

投
げ
て
か
ら
発
火
し
時
間
数
秒
も
日
本
製
よ
り
長
か
っ
た
）

。



そ
の
た
め
か
壕
が
深
く
屈
曲
し
た
中
の
兵
、
壕
に
埋
ま
っ
た
兵

（
私
の
ご
と
く
半
身
埋
り
失
神
し
た
兵
）
が
生
き
残
っ
た
の
で

あ
る
。
戦
車
群
は
全
両
水
無
河
を
渡
り
対
岸
畑
中
の
部
落
に
集

結
し
布
陣
し
た
。

や
が
て
夜
に
入
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
越
村
大
隊
長
代
理
は
深

く
屈
曲
し
た
壕
の
中
で
健
在
だ
っ
た
（
こ
の
壕
は
私
に
指
示
し

幅
約
二
尺
、
奥
行
五
尺
、
さ
ら
に
右
折
し
奥
行
四
尺
、
さ
ら
に

左
折
し
て
中
三
尺
四
方
の
堅
固
な
壕
で
あ
る
）

。
隊
長
は
無
傷

の
諸
橋
弥
一
郎
上
等
兵
、
本
田
一
郎
上
等
兵
を
我
が
陣
内
を
回

ら
せ
、
生
き
残
っ
た
者
を
集
め
た
（
私
は
諸
橋
上
等
兵
に
掘
り

出
さ
れ
助
け
て
い
た
だ
い
た
）

。
そ
の
時
点
で
集
ま
っ
た
兵
員

は
、
越
村
大
隊
長
、
高
岡
准
尉
（
重
傷
）

、
小
出
伍
長（
負
傷
）

、

関
根
兵
長
（
隊
長
当
番
兵
）

、
田
村
兵
長
（
重
傷
）
、
本
田
上
等
兵
、

風
間
上
等
兵
（
負
傷
）

、
諸
橋
上
等
兵
、
小
坂
井
一
等
兵
、
江
添

衛
生
上
等
兵
（
負
傷
）
彼
は
飯
盒
を
捜
す
と
別
れ
一
人
行
動
と

な
る
。
結
果
的
に
九
名
と
な
り
脱
出
の
指
示
を
受
け
た
。

高
岡
准
尉
は
壕
に
投
げ
込
ま
れ
た
数
発
の
敵
の
手
榴
弾
を
拾

っ
て
は
外
に
投
げ
出
し
た
が
、
そ
の
一
発
が
壕
口
の
ボ
サ
に
当

た
り
破
裂
し
、
全
身
に
破
片
を
受
け
重
傷
し
た
の
で
あ
っ
た
。

准
尉
を
天
幕
に
包
み
、
無
傷
の
兵
が
引
き
ず
り
な
が
ら
河
原
を

渡
り
左
岸
の
土
堤
下
に
着
い
た
。
土
堤
上
に
は
敵
の
兵
が
二
人

動
哨
し
英
語
の
声
が
す
る
。
こ
の
敵
兵
を
や
り
過
ご
し
、
隊
長

が
う
め
き
声
を
出
す
高
岡
准
尉
に
我
慢
し
て
く
れ
と
な
だ
め
な

が
ら
全
員
が
匍
匐
し
つ
つ
豆
畑
を
横
切
り
、
マ
ン
ゴ
林
の
中
の

連
隊
本
部
に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

越
村
隊
長
は
本
部
に
報
告
に
行
く
と
、
若
い
参
謀
は
酒
を
匂

わ
せ
罵
倒
し
殴
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
全
弾
を
撃
ち
尽
く
し

敵
Ｍ
四
戦
車
に
包
囲
さ
れ
、
か
つ
歩
兵
部
隊
に
よ
り
全
滅
と
な

っ
た
死
闘
の
一
線
を
見
分
け
な
く
、
た
だ
兵
に
犬
死
に
を
厳
命

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
を
記
し
な
が
ら
思
う
。
二
月
二
十
八

日
の
全
滅
陣
地
は
第
一
機
関
銃
中
隊
が
犠
牲
と
な
り
あ
の
時
点

で
玉
砕
突
撃
を
実
行
し
て
い
た
ら
、
完
全
に
第
一
大
隊
は
戦
車

群
と
敵
歩
兵
部
隊
に
よ
り
全
滅
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
勇
気
を
持
っ
て
意
見
具
申
を
聞
き
、
残
存
兵
員
を
後
退

さ
せ
た
越
村
隊
長
、
高
岡
准
尉
殿
こ
そ
真
の
指
揮
者
で
あ
っ
た

と
確
信
し
、
今
も
そ
の
思
い
で
あ
る
。
一
指
揮
官
、
一
参
謀
の

命
令
が
い
か
に
兵
員
の
生
死
を
左
右
す
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。



こ
こ
で
改
め
て
戦
史
よ
り
二
月
二
十
六
、
七
、
八
、
日
ご
ろ

の
状
況
を
抜
粋
し
た
。

イ
ラ
ワ
ジ
会
戦
史
Ｐ
五
八
一
に
よ
る
田
中
信
男
中
将
日
記

『
青
葉
部
隊
、
タ
リ
ン
ゴ
ン
陣
地
奪
取
の
吉
報
は
積
日
の
ウ

ツ
を
散
ず
る
に
足
る
。
結
局
タ
リ
ン
ゴ
ン
の
攻
略
に
五
〇
〇
名

の
犠
牲
を
払
へ
り
。

二
月
二
十
七
日
、
敵
機
甲
兵
団
は
背
後
深
く
突
入
、
し
か
も

敵
執
拗
か
つ
頑
強
。
隣
の
兵
団
に
は
更
に
優
勢
な
る
敵
渡
河
し

来
る
。
二
月
二
十
八
日
夕
刻
三
浦
（
祐
造
）
参
謀
を
帯
同
し
て

第
一
線
を
巡
視
す
。
青
葉
部
隊
に
至
る
や
直
感
的
に
空
気
険
悪

な
り
、
戦
車
二
〇
輌
を
有
す
る
六
〇
〇
の
敵
が
来
攻
し
潰
乱
状

態
な
り
、
井
上
大
佐
を
叱
咤
し
て
歩
兵
十
六
連
隊
の
名
誉
の
た

め
攻
撃
再
行
を
命
ず
。
十
榴
一
門
敵
戦
車
の
蹂
躙
を
受
け
火
砲

を
放
棄
せ
る
も
の
の
如
し
悲
壮
悲
惨
な
る
光
景
な
り
』

新
発
田
連
隊
史
Ｐ
二
一
五

『
第
一
大
隊
は
既
に
大
隊
長
負
傷
し
、
第
二
中
隊
長
阿
部
大

尉
に
代
り
て
大
隊
長
代
理
と
な
り
敵
機
一
機
を
撃
墜
す
る
の
大

戦
果
を
挙
げ
た
。
こ
の
戦
機
に
乗
じ
て
宿
敵
タ
リ
ン
ゴ
ン
の
陣

地
を
強
行
突
破
す
べ
く
第
三
大
隊
長
代
理
、
根
津
大
尉
以
下
将

兵
の
決
死
敢
闘
、
同
夜
主
力
を
持
っ
て
殴
り
込
み
を
行
い
奮
戦

乱
闘
五
六
時
間
の
後
、
遂
に
こ
れ
を
確
保
し
た
。

二
月
二
十
六
日
第
一
大
隊
正
面
の
敵
は
総
反
攻
を
行
っ
て
き

た
。
ミ
ン
ム
渡
河
点
方
面
よ
り
敵
兵
俄
に
激
増
し
、
か
つ
タ
リ

ン
ゴ
ン
の
攻
略
後
は
敵
の
主
攻
撃
の
正
面
と
な
っ
た
も
の
の
ご

と
く
戦
車
二
十
数
輌
、
歩
兵
六
、
七
〇
〇
を
基
幹
と
す
る
敵
は
、

空
陸
呼
応
し
怒
涛
の
如
く
殺
到
し
来
た
。
大
隊
将
兵
克
こ
れ
を

所
在
に
邀
撃
し
忠
勇
な
る
我
が
肉
攻
班
も
又
能
く
勇
敢
な
る
斬

り
込
み
隊
と
協
力
し
戦
車
撃
滅
に
数
昼
夜
を
費
や
し
た
』

以
上
で
あ
る
が
、
水
無
河
畔
の
死
闘
は
記
述
に
は
な
い
。
師

団
よ
り
残
さ
れ
青
葉
兵
団
と
な
り
死
闘
を
演
じ
た
歩
兵
十
六
連

隊
兵
員
だ
っ
た
我
々
戦
友
は
、
誰
彼
の
別
無
く
こ
の
命
の
続
く

限
り
、
若
く
し
て
斃
れ
た
亡
き
友
の
御
霊
に
合
掌
し
、
ひ
た
す

ら
御
冥
福
を
祈
り
、
そ
の
思
い
を
大
切
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
う
。「
中
隊
戦
死
者
四
十
三
名
」



拙

歌

五

首

遠
雷
に
　
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
一
人
抜
け

イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
の
戦
場
に
停
つ

ビ
ル
マ
に
て
　
敵
を
斃
せ
し
両
の
掌
を

浄
む
念
ひ
に
木
の
ほ
と
け
彫
る

戦
友
等
は
　
ビ
ル
マ
の
山
に
イ
ラ
ワ
ジ
に

骸
と
な
り
ぬ
木
の
仏
彫
る

人
間
を
兵
に
仕
立
て
て
銃
剣
を

持
た
せ
戦
に
誘
ひ
む
な
か
れ

湾
岸
の
戦
の
勝
者
敗
者
と
も

兵
の
み
が
死
し
て
権
者
が
残
る

亡
き
戦
友
の
五
十
会
忌
に
当
り
ひ
た
す
ら
合
掌
す
。

【
解

説
】

―
第
一
大
隊
の
水
無
河
畔
の
全
滅
陣
地
―

体
験
記
執
筆
者
風
間
氏
は
、
ま
さ
に
イ
ラ
ワ
ジ
作
戦
の
増
強

部
隊
と
し
急
遽
第
三
十
三
師
団
（
弓
）
の
指
揮
下
に
入
り
、
特

に
題
名
、
水
無
河
畔
戦
闘
の
生
き
残
り
の
勇
士
で
あ
る
。

戦
史
に
残
ら
ぬ
全
滅
陣
地
で
あ
る
が
、
解
説
者
も
「
戦
史
叢

書
イ
ラ
ワ
ジ
会
戦
―
ビ
ル
マ
防
衛
の
破
綻
」
を
読
ん
だ
が
、
配

属
先
の
第
三
十
三
師
団
長
田
中
信
男
中
将
の
日
記
、
二
月
十
日

～
三
月
一
日
の
二
月
二
十
七
日
に

「
敵
機
甲
兵
団
は
背
後
深
く
突
入
、
而
も
敵
執
拗
且
頑
強
、

隣
兵
団
に
は
更
に
優
勢
な
る
敵
渡
河
し
来
る
」

。

二
十
八
日
「
夕
刻
三
浦
（
裕
三
）
参
謀
を
帯
同
し
て
第
一
線
を

巡
視
す
。
青
葉
部
隊
に
到
る
や
直
感
的
に
空
気
険
悪
な
り
。

戦
車
二
〇
を
有
す
る
六
〇
〇
の
敵
来
攻
し
潰
乱
状
態
な
り
。

井
上
大
佐
を
叱
咤
し
て
歩
兵
第
十
六
聯
隊
の
た
め
攻
撃
再
行

を
命
ず
」

「
十
榴
一
門
敵
戦
車
の
蹂
躙
を
受
け
て
火
砲
を
放
棄
せ
る
も

の
の
如
し
。
こ
の
間
敵
砲
弾
付
近
に
落
下
す
。
悲
壮
悲
惨
な

る
な
り
」

三
月
一
日
「
南
レ
ト
パ
ン
ジ
ン
部
落
猛
爆
を
受
け
全
焼
す
。

敵
は
部
落
と
い
う
部
落
を
焼
き
払
う
意
か
。
今
日
も
亦
阿
鼻

叫
喚
を
眼
の
辺
り
に
見
る
。
軍
司
令
官
よ
り
電
話
あ
り
。

『
そ
の
正
面
を
頼
む
』
と
の
言
葉
、
命
が
け
で
や
っ
て
い
る

が
御
期
待
に
副
は
ざ
る
こ
と
遺
憾
と
す
」

兵
も
隊
長
も
部
隊
長
も
、
聯
隊
の
名
誉
に
か
け
て
、
文
字
通



り
命
を
か
け
て
玉
砕
、
全
滅
を
賭
し
て
、
敵
戦
車
群
、
追
尾
す

る
敵
部
隊
と
戦
っ
て
い
る
。「
そ
の
正
面
を
頼
む
」
は
、
大
本

営
も
、
ビ
ル
マ
方
面
軍
も
、
第
十
五
軍
司
令
官
も
同
じ
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
第
三
十
三
師
団
長
も
、
そ
の
指
揮
下
に
あ
っ
た

歩
兵
第
十
六
連
隊
長
も
「
命
が
け
で
や
っ
て
い
る
が
御
期
待
に

副
は
ざ
る
を
遺
憾
と
す
」
と
は
、
部
下
の
壮
烈
な
戦
死
、
悲
惨

な
戦
場
を
見
な
が
ら
、
血
涙
を
の
ん
で
の
言
葉
で
あ
る
。

そ
の
後
、
英
印
軍
は
イ
ラ
ワ
ジ
河
南
岸
に
確
実
な
陣
を
確
保

す
る
。
機
動
力
に
富
み
、
優
勢
な
空
地
の
火
力
に
よ
り
援
護
さ

れ
た
英
印
軍
は
完
全
に
戦
場
を
支
配
し
、
楔
入
さ
れ
た
機
械
化

兵
団
は
一
気
に
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
ー
を
占
領
し
た
。
か
く
て
イ
ラ

ワ
ジ
会
戦
は
間
も
な
く
各
戦
線
ご
と
に
崩
壊
し
始
め
た
。
と
公

刊
戦
史
に
あ
る
。

公
刊
戦
史
は
戦
闘
詳
報
、
陣
中
日
誌
で
は
な
く
、
戦
闘
状
況

を
細
部
に
わ
た
っ
て
記
述
、
掲
載
さ
れ
る
部
分
は
極
め
て
限
ら

れ
て
い
て
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
歩
兵
第
十
六
連
隊
と
太
平

洋
戦
争
と
副
題
に
あ
る
「
あ
や
め
戦
記
」（
一
〇
七
八
頁
の
労

作
）「
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
会
戦
」
第
一
機
関
銃
隊
員
三
〇
名
の
手
記

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
水
無
河
の
戦
闘
」
等
が
あ

り
、「
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
会
戦
座
談
会
」
の
中
に
「
イ
ラ
ワ
ジ
河

畔
大
戦
車
戦
」
で
戦
闘
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。




